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令
和
２
年
度
日
本
遺
産
に
認
定
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６
月
１９
日
、本
市
と
神
戸
・
尼
崎
・
西
宮
・
芦
屋
市
が
申
請
を
行
っ
た
「『
伊
丹

諸
白
』と『
灘
の
生
一
本
』
下
り
酒
が
生
ん
だ
銘
醸
地
、
伊
丹
と
灘
五
郷
」
が
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
紙
で
は
認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
市
都
市
ブ
ラ
ン
ド
・
観
光
戦
略
課
!

７４４
・
２
０
８
８
へ
。

「
澄
み
酒
」
の
出
現
と

「
伊
丹
諸
白
」

い
な

り

し

ひ

本
市
鴻
池
に
建
つ
鴻
池
稲
荷
祠
碑

（
写
真
①
）
に
、「
鴻
池
家
は
酒
造

に
よ
っ
て
財
を
な
し
、
慶
長
５
（
１

６
０
０
）
年
か
ら
２００
年
も
続
い
て
い

る
。
そ
の
初
代
は
幸
元
で
山
中
鹿
之

介
の
子
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

鴻
池
家
は
、
初
め
て
清
酒
諸
白
を
製

造
し
、
江
戸
ま
で
出
荷
し
た
。」
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。白
く
濁
っ
た「
濁

り
酒
」
で
は
な
い
「
澄
み
酒
」
が
生

み
出
さ
れ
た
、「
清
酒
発
祥
の
地
・

伊
丹
」
を
伝
え
る
伝
承
で
す
。

江
戸
で
は
、
関
西
・
上
方
か
ら
送

ら
れ
た
諸
産
物
を
「
下
り
物
」
と
し

て
好
み
ま
し
た
。
中
で
も
酒
は
、「
下

り
酒
」
と
し
て
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
じ

か
け
ま
い

と
り
わ
け
伊
丹
の
酒
は
、
麹
と
掛
米

両
方
に
精
白
米
を
惜
し
み
な
く
使
っ

も
ろ
は
く

た
こ
と
か
ら
「
伊
丹
諸
白
」
と
呼
ば

れ
て
珍
重
さ
れ
、
江
戸
で
人
気
を
博

し
ま
し
た
。

六
甲
山
の
恵
み
と

丹
波
杜
氏
が
生
ん
だ

「
灘
の
生
一
本
」

伊
丹
か
ら
清
酒
造
り
を
導
入
し
た

西
宮
・
灘
の
酒
蔵
は
、
背
後
に
そ
び

え
る
六
甲
山
か
ら
多
く
の
恵
み
を

得
、
下
り
酒
の
産
地
と
し
て
台
頭
し

ま
す
。

六
甲
山
の
東
南
麓
、
西
宮
郷
で
汲

み
上
げ
る
伏
流
水
「
宮
水
」
は
、
酒

造
り
の
天
与
の
霊
水
と
い
わ
れ
、
淡

麗
な
「
灘
の
男
酒
」
で
あ
る
「
灘
の

生
一
本
」
を
生
み
ま
し
た
。

「
下
り
酒
」
と
「
樽
廻
船
」

下
り
酒
を
江
戸
へ
届
け
た
の
は
、

た
る
か
い
せ
ん

酒
輸
送
専
用
の
樽
廻
船
（
写
真
②
）

で
し
た
。
江
戸
時
代
末
に
は
、
樽
廻

船
で
江
戸
へ
下
っ
た
酒
は
１
年
１００
万

樽
、
江
戸
の
酒
の
８
割
を
占
め
ま
し

た
。
樽
廻
船
は
、
明
治
に
な
っ
て
そ

の
地
位
を
汽
船
や
鉄
道
に
譲
る
ま
で

江
戸
へ
酒
を
送
り
続
け
、
伊
丹
・
西

宮
・
灘
の
江
戸
積
み
酒
造
の
発
展
を

流
通
か
ら
支
え
ま
し
た
。

ま
た
、
潮
風
に
さ
ら
さ
れ
て
酒
の

こ
も

味
が
落
ち
な
い
よ
う
、
大
切
に
菰
で

包
む
菰
樽
（
写
真
③
）
が
開
発
さ
れ

ま
し
た
。

酒
造
家
が
育
ん
だ
文
化

酒
造
家
た
ち
は
、
江
戸
積
み
酒
造

が
も
た
ら
し
た
富
を
芸
術
、
文
化
、

教
育
や
建
築
に
注
ぎ
ま
し
た
。

酒
造
家
た
ち
の
文
化
へ
の
眼
差
し

は
今
日
「
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
と

称
さ
れ
る
近
代
文
化
勃
興
の
核
と
な

り
、
近
代
化
へ
の
思
い
は
阪
神
間
の

都
市
の
骨
格
を
形
作
り
ま
し
た
。

多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
六
甲
山
系
の
麓
「
阪
神
間
」
の
伊

丹
・
灘
五
郷
２８
蔵
は
、
酒
造
技
術
の

継
承
と
革
新
と
い
う
江
戸
時
代
以
来

の
酒
蔵
の
伝
統
を
伝
え
、
清
酒
の
基
き
ょ
う

準
を
確
立
し
た
酒
造
家
と
し
て
の
矜

じ持
と
進
取
の
気
風
を
生
み
ま
し
た
。

酒
造
り
の
人
と
風
土
に
恵
ま
れ
た

こ
の
地
で
は
、
世
界
の
人
々
に
愛
さ

れ
る
多
彩
な
清
酒
が
造
ら
れ
て
い
ま

す
。

国
重
要
文
化
財

旧
岡
田
家
住
宅

旧
岡
田
家
住
宅
（
写
真
④
）
は
、

店
舗
、
釜
屋
・
洗
い
場
、
酒
蔵
か
ら

成
り
、
店
舗
は
延
宝
２（
１
６
７
４
）

年
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
棟
札
か
ら

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

年
代
が
判
明
し
現
存
す
る
日
本
最

古
の
酒
蔵
で
、
江
戸
時
代
に
隆
盛
を

極
め
た
伊
丹
の
酒
造
業
の
歴
史
を
今

に
伝
え
る
重
要
な
文
化
財
で
す
。

入
場
無
料
。
９
月
１
日
〜
令
和
４

年
３
月
３１
日
（
予
定
）
は
、
休
館
の

た
め
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

祝
日
本
遺
産
認
定
！

ミ
ニ
展
示

８
月
１
日
㈯
か
ら
、
博
物
館
で
。

江
戸
積
酒
造
業
で
繁
栄
し
た
伊
丹

郷
町
の
下
り
酒
に
つ
い
て
の
展
示
で

す
。▽

酒
樽
・
桶
作
り
道
具
（
県
指
定

有
形
文
化
財
）
▽
樽
廻
船
の
模
型
▽

酒
造
業
に
関
わ
る
古
文
書
―
―
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

入
場
無
料
。

問
博
物
館
!

７８３
・
０
５
８
２
。

◎
日
本
遺
産
認
定
記
念
企
画
「
伊
丹

と
お
酒
」
講
演
会

８
月
２２
日
㈯
午

ぐ
ら

後
２
時
、
図
書
館「
こ
と
ば
蔵
」で
。

博
物
館
学
芸
員
の
新
宮
由
真
さ
ん

と
伊
丹
老
松
酒
造
㈱
の
高
橋
晃
さ
ん

に
よ
る
、
日
本
酒
に
関
す
る
講
演
で

す
。定

員
２０
人
。
無
料
。

,
８
月
５
日
か
ら
図
書
館
「
こ
と

ば
蔵
」
!

７８４
・
８
１
７
０
へ
。先
着
順
。

①③

②④

日本遺産とは
文化庁は、地域の歴史的魅力や特色を通じて文化や伝統を語
るストーリーを「日本遺産」として認定しています。ストーリ
ーを語る上で不可欠な魅力ある有形・無形のさまざまな文化財
群を総合的に活用する取り組みを支援しています。
世界遺産登録は登録される文化財の保護を目的としますが、
日本遺産は地域に点在する遺産を総合的に活用し発信すること
で、地域活性化を図ることを目的としています。

みやのまえ文化の郷

9月から休館
さと

みやのまえ文化の郷（美術館・工芸センター・伊丹
ごうちょう かきもり

郷町館・柿衞文庫）は、９月１日～令和４年３月末（予
定）、博物館の機能移転ならびに大規模改修工事のた
め休館します。同期間の利用はできません。

市文化振興課!７８４－８０４３

キャッシュレス決済
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市
は
、
９
月
１
〜
３０
日
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

市
内
の
対
象
店
舗
（
９
月
１
日
以

降
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
）

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス

ペ

イ

ペ

イ

「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」
を
利
用
し
て
買

い
物
を
し
た
場
合
、
支
払
い
金
額
の

最
大
２５
㌫
の
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ボ
ー
ナ

ス
（
上
限
５
千
円
相
当
／
回
。
５
千

円
／
期
間
）
が
支
払
日
の
翌
日
か
ら

３０
日
後
（
予
定
）
に
付
与
さ
れ
ま

す
。申

し
込
み
不
要
。

◎
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
新
規
加
入
店
舗
を

募
集

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
加
盟
店
で
な

い
市
内
の
店
舗
を
対
象
に
、
新
規
加

入
に
向
け
た
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。日

時
な
ど
は
次
の
通
り
。

▽
日
時
+
８
月
６
日
㈭
午
後
２
時

▽
会
場
+
東
リ

い
た
み
ホ
ー
ル
５

階
の
会
議
室
１
。

定
員
１５
人
。
無
料
。
当
日
直
接
、

会
場
へ
。
先
着
順
。

＊

＊

問
市
商
工
労
働
課
!

７８４
・
８
０
４

７
。

今年の花火大会は中止申請は８月６日まで

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
第４０回いたみ花火大会は、次の理由により中
止します。
▷警備員などの確保が困難▷新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、事前の準備と当日の
感染防止対策が困難。

市まちなかにぎわい課!７８４－８０６８

市は、５月１３日までに特別定額
給付金の申請書を市内全世帯に発
送し、７月２０日までに約９８㌫を受
理しています。
オンライン申請の受け付けは終
了しました。まだ申請をしていな
い人は、８月６日までに郵送（消
印有効）で申請をお願いします。
申請書の紛失・再発行などについ
ては問い合わせを。

市特別定額給付金コールセンター
!７８４－８１４７
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新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、▷身体的距離の確保▷マスクの着用▷手
洗い――など、「新しい生活様式」の実践に
協力をお願いします。
詳しくは厚生労働省ホームページから確認
を。

△！【いたみ健康・医療相談ダイヤル２４】看護師などが２４時間健康や医療に関するご相談に応じます（無料）"®０１２０-７８３-９９０ 「広報伊丹」は再生紙を使用しています

この号の主な内容

２面 ひとり親世帯臨時特別給付金を支給

３面 国民健康保険限度額適用認定証な
ど更新を

４面 未来へ平和をつなげよう

５面 健康 ６・７面 みんなの窓


